
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆目指す姿に向けて、頑張った（努力した）項目～低学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆目指す姿に向けて、頑張った（努力した）項目～高学年 

 

 

◆「大楽毛学園」について 

【どんな学校にしたいかな？】 

～低学年～ 
・皆で楽しい学園、学校にしたい  ・あいさつができる学校    
・すてきな学校  ・みんなが喧嘩ない学校、平和な学校にしたい 
・くやしくてもあきらめない学校にしたい ・たくさん遊ぶ学校    
・おもいやりや優しさでいっぱいの学校 
～高学年～ 
・皆で楽しく生活できる学校にしていきたい ・いじめのない学校 
・みんなで楽しく笑顔の学校       ・喧嘩のない楽しめる学校 
 

【どんなことをしたいかな？どんなことを頑張りたいかな？】 

～低学年～ 
・ドッジボール大会   ・中学生の人と一緒に遊びたい、関わりたい 
・中学生と仲良くなりたい  ・おにごっこ、逃走中   
・大楽毛学園みんなで運動会をしてみたい  ・実験をしてみたい 
・いっぱい勉強を頑張りたい  ・げんきな３年生になりたい  
・国語や割り算をがんばりたい ・わからない勉強もチャレンジしたい 
・計算をがんばりたい、はやくなりたい  ・マラソンをしてみたい 
～高学年～ 
・いろいろな先生と楽しく勉強をする  ・勉強をがんばりたい 
・おたラボのような活動をしたい ・楽しくおもしろく勉強を続けたい 
・全学年と関わる勉強がしてみたい。  ・たてわり活動がしたい 
・学園になっても、挨拶や、地域の人との関わりをなくさず、いろんなことを
知るためにインタビューをしたりして、情報を得たい 

・１組や２組なども自立や関わり方を楽しみたい。 
・誰でも平等に進んで挨拶や仲良くしたい  
・部活動（バレー）に参加したい  ・中学生のお手本を見てみたい 
・大楽毛学園のみんなの言葉使いをよくする取組 
・諦めないで学校生活に取り組む  ・読書のイベントをしたい 
・大楽毛学園の先生や生徒達と仲良くしたい    
・学園のみんなと関われる行事を増やしたい    
・習い事やバトミントンがしてみたい  
・みんなで楽しめること（おにごっこ、クイズ、ドッジボール、逃走中、 
誕生会など）がしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価アンケート（結果）について 

  12 月に Googleフォームにより実施した「学校評価アンケート」の結果について報告します。今年度の大楽毛小学校の目指す 
ゴールの実現に向けた成果と課題、そして次年度「大楽毛学園」としてどのように取組を進めていくべきかを保護者・地域の皆様 
と共有し、一緒に協議していけたらと考えております。お忙しい中のご協力ありがとうございました。 

 

 

児童アンケート【低学年】 上段：７月 下段：12 月 
       （４：している ３：どちらかといえばしている ２：あまりしていない １：していない） 

 

  

  肯定的な回答（４・３）が 7 月に比べて５P 以上上回った項目       ８０％未満

肯定的な回答（４・３）が 7 月に比べて５P 以上下回った項目    あ 

■低学年 

・「基本的な生活習慣（あいさつ、やさしさ等）」【１・２・３】、「学習についての

取り組み方」【８・９】について、７月の結果に比べてプラス評価となってお

り、教職員や保護者の方々が、子どもたちと過ごす中で、「しなければならな

いこと」や「相手意識を持った行動」について日頃からご確認しながら進めて

いる結果と考えています。また、「家庭でのお手伝い」【17】での高評価につ

いては、保護者の方々と子どもたちが日頃から様々なことを一緒に話し合いな

がら進めていることがかります。 

・一方で前回に比べてマイナス評価となっている項目については、「自分からす

すんで自分の気持ちや考えを伝えようとしている」【４】と「学校や家庭のき

まりの遵守」【12】ですが、設問において『私は』と設定していることから、

子どもたち自身がしっかりと考えて答えていると理解しています。 

・また少し気になるのは、二極化です。例えば、マイナス評価となっている項目

【４】については、前回に比べてマイナスではあるものの、４と評価した子ど

もたちが半数いる一方で、できていないと感じている子どもたち（２・１）が

約 30％います。また設問【14】も同様です。今後教職員が実態を踏まえた「個

別最適な学び」や「多様性」に応じた授業づくりをしていけるか重要だと考え

ます。さらにはルール順守についても個人差があるようです。設問【12】に

ついて、子どもたちが時間を意識し行動していけるようみんなで支援していく

必要がありそうです。ここは保護者アンケートとリンクする部分もあります。 
 

児童アンケート【高学年】 上段：７月 下段：12 月 
       （４：している ３：どちらかといえばしている ２：あまりしていない １：していない） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者アンケート 
（４：している ３：どちらかといえばしている ２：あまりしていない １：していない） 

 
  

◆学校改善に向けてのアイディア～保護者の方からの記述より 
○いつも、子供達にきめ細かい気配りをいただきありがとうございます。今
現在は全く心配している事はありませんが、大楽毛学園になってからは今
の状況を維持していただけるのかどうかとても心配しております。中学校
の先生が授業を教える時は、小学生の目線で対応してくれるのかも心配で
す。小学校の先生と中学校の先生の教え方に差がありすぎたら、不登校に
原因になるのではないかと今から心配しています。 

○一人一人の足りない部分を子どもたちに伝えて、どうすれば目標達成する
できるかを聞き出してほしい。タブレット操作、書く練習を毎日させてほ
しい 

○学習発表会の観覧と発表の仕方を改善してほしいです。どうしても後ろの
席でしか見られない時、背が小さい子が台に登らず発表していると全然見
えないです。何故、背が高い子が高い台に登って、低い子が低い台なのか
疑問です。それと自分の子の発表が終わっても残っているのかも疑問です。 
もしかしたら違う席に移動したい人もいるかもしれないのになと思ったの
で、時間差で入退場したり制限があればいいのではと思いました。 

○他の小学校でも取り入れている｢みてるもん｣のような 登下校の状況がわ
かるものを、任意や実費でいいので入学の際に一括購入する機会があれば
嬉しいです 

○色々と考えがあるが、説明がしにくい。 
○1 年生の頃から言っているのですが、学年に関係なく夏場の体育は着替え
の時間と場所が必要だと思います。近年の暑さは異常です。体育後の授業
中や下校時に汗でびっしょりの服を着ることは衛生上も児童の気持ちとし
ても良いものでは無いと思います。 

○いつもお世話になっております。引き続きよろしくお願い致します。 
○いろいろだらしない対応をきちんと出来るようにして欲しい。ルールを守
らない親をほったらかし、紙を配って対応が終わり。できないならルール
を作る意味は無い。紙面でのお知らせは対応にはならない。学園になって
生徒数が増えるということは、保護者の数も増えるということ、きちんと
対応出来るかが不安でしかない。 

○大楽毛小学校のグランドを人工芝のサッカー場を作り、校舎は合宿所など
に再利用してほしい。 

○バスや自転車利用外でも希望者は有料でもバス、自転車に乗る選択ができ
るといいと思います。 

今回も肯定的な回答（３・４）が 8、９割以上の項目がほとんどであり、
保護者の方々の学校参画意識の高さがうかがえました。８割に満たない項目
は５項目、また前回比べて大きく数値が伸びている項目は１項目でした。 
 今回のアンケートにおいて、学校として特に意識しなければならない項目
として次の 3 項目と考えます。 
・【４】「お子さんは、学習した内容が身に付いている。」の項目について、否
定的な回答（２・１）が前回に比べて 3.6P 上昇している。 

・【６】「お子さんは、学習の仕方を理解し、家で学習する習慣がついている。」
の項目について、否定的な回答（２・１）が 35.1％を占めている。 

・【20】「学校は、保護者に対して各種情報を積極的に発信している。」の項
目について、否定的な回答（２・１）が 14.0％を占めている。 

 
 子どもたちに生きていくために必要な資質・能力を身に付けさせることは、
学校の一番の役割・仕事です。今後も子どもたち一人一人との実態をしっか
りと把握しながら授業改善はもとより、個々の子どもたちが「学び方を学べ
る」ように努力していく必要があります。そして【20】の項目については、
学校として、学校と家庭の連携という部分でも、より一層情報発信、情報提
供を適切に行っていく必要があると改めて認識しました。 
 
 私たち大人（学校、保護者・地域の方々）は、その行動の全てを「子ども
たちの姿」で評価していくことが大事であると考えます。様々なところで触
れさせていただいていますが、子どもたちは先行き不透明な世の中を生きて
いくため、義務教育段階では特に、子どもたちにそのために必要な能力を身
に付けさせる必要があります。これからも学校は、子どもたちの状況をしっ
かりと見極め学校の教育活動を進めてまいりますが、学校だけでは到底なし
得るものではありません。「本人の努力」そしてそれを支える「保護者・地域
の方々のサポート」あってのことと考えています。今後ともどうぞお力添え
をお願いいたします。 

教職員アンケート  
          （４：している ３：どちらかといえばしている ２：あまりしていない １：していない） 

 

  

改めて、学校評価へのご協力ありがとうございました。今後学校としまして
は、８割に届かなかった項目について、また保護者の方々からいただいた取組
に係る貴重なアイディアやご意見について、次年度の義務教育学校「大楽毛学
園」の学校運営に活かせるようすすめてまいります。 
何よりも子どもたちが「大楽毛学園になってよかった」という思いを持てる

よう、保護者、地域の皆様と協力しながら力強く前進してまいります。 
今後ともご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

■高学年 

・高学年については、「高学年」という年齢的な成長が見られ、『私は』という問

い対して、自分自身を厳しく評価している様子が感じられました。とりわけ、

「自分によいところがある」【２】については前回よりも 25P 以上下がる結果

となりました。これは同様に前回比でマイナス評価の結果が出ている「学級で

役に立つ」【５】ともリンクしているように感じます。何か学級、学校の中で

頑張ったことが認められ、賞賛され、そして自分って大事な存在だ、と理解し

ていく。ただ、そのためには、そこに至る「主体性」がやはり鍵なのではない

かと考えます。例えば、項目【９・10】に挙げられる「意欲的に取り組む」

「最後まで諦めない」という姿勢を培わせていくことがまずは必要と感じまし

た。そのような資質・能力を学校として子どもたちにどう身に付けさせていく

か。ありきたりではありますが、学校として、そして家庭において子どもたち

一人一人が活躍できる「場」や「役割」を増やしてあげながら達成感を得られ

るようにし、その上で賞賛していくことが重要と感じました。 

 

「どんな学校にしたいか」という問いには、子どもたちなりたくさんの考 

えを記載してくれていました。学校としてはそういう子どもたちの思い 

を大事にしながら教育活動を進めていく責任があると感じました。 


